
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腸内視鏡検査のご紹介 

感染対策を学ぶセミナーを実施しました

新型コロナウイルス感染症との闘い 
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できるだけ痛みの少ない 

大腸内視鏡検査に取り組んでいます 

消化器内科部長 藤原純子 

  大腸がんが増えています 

昨今、大腸がんの増加が報告されています。消

化管のがんはかなり進行しないと症状が出現し

ません。進行大腸がんでは、腸管内で腫瘍が増大

することによって便通が悪くなり、腹痛をきた

したり、便が腫瘍と擦過することで出血をきた

したりするようになります。しかし、腫瘍がかな

り増大するまで無症状の方が多いというのが実

際です。   

一方で、大半の大腸がんは大腸ポリープから

の発育であることがわかっており、内視鏡検査

でポリープを早期に発見し、切除しておくこと

で大腸がんの予防が可能です。 

小さい病変は外来で治療します 

大腸ポリープは 10mmを超えると担がん率が

3 割とも言われています。当院では外来検査で

10mm 未満の小型病変についてはコールドポリ

ペクトミーによる外来治療、それ以上のものに

ついては術後出血のリスクに配慮し入院での治

療をお勧めしています。 

特に、最近は狭心症や脳梗塞などの再発予防

のために抗血栓剤を内服しておられる方が増加

しており、術後出血には十分な配慮が必要と考

えています。 

また、20mm 以上の大型病変については、が

んの可能性があれば、病変を一塊で切り取る一

括切除を目的とした ESD（内視鏡的大腸粘膜下 

層剥離術）を選択し、良好な治療成績を得ていま

す。 

痛みが不安、という方にも対応しています 

なかには、以前、大腸内視鏡検査を受けて、「盲

腸まで到達するのが難しかった」「痛みがとても

強かった」という方もいらっしゃると思います。 

当院では、鎮静剤の使用をふくめ、痛みの少な

い内視鏡検査をご提案しています。大腸がんで

苦労される方が一人でも少なくなるよう努めて

いきたいと思っています。 

  

Message 

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）で 

治癒が得られた早期大腸癌 



第２回 感染制御研修会を開催しました       感染制御チーム 看護師 案野 加代子 

現在流行中のオミクロン株の COVID-19は、非常に感染力が高く、感染しても無症状のため、気付

かないうちに周囲に感染を広げてしまうことも少なくありません。今、私たち一人ひとりにできる感

染対策（マスク着用・手指衛生・標準予防策・環境衛生・飲食時の会話厳禁・換気）の重要性を共有

するとともに、薬物療法について、現在使用している内服薬を含む 4剤の治療薬の適応を学びました。 

このほか、ノロウイルス感染症対策についても研修を行い、ICT

リンクスタッフチームが院内の手順に従って嘔吐物処理を実演しま

した。今後も適切な感染症対策を落ち着いて実践できるように、現

場で指導していきたいと思います。  

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症との闘い 
 

日本にも波及したパンデミック、新型コロナウイル

ス感染症との闘いは、まだ終わっていません。消化器

専門の中小病院である防府消化器病センターが地域貢

献の意義を勘考し、受け入れを決断したのは 2020年

４月末のこと。ここから激動の日々が始まりました。 

三浦病院長自ら専任医となり、地域包括ケア病棟を一部ある

いは全面的に閉鎖して確保したコロナ専用病棟で、2 月 28 日

現在 88 名の入院患者を受け入れています。第 6波はいまだ収

束せず、世界的に従来とは比較にならない感染者数をはじき出

しています。不顕性感染者からの容易な伝播が特徴で、救急外

来ふくめ、日々の診療において気を緩める間は全くなく、携わ

るスタッフもかなりの緊張を強いられている状況です。 

この緊急事態では、職員一人一人の協力なくしては適正な体制を構築できません。当初「怖い」と

いいながらも快く対応を決意してくれた病棟看護師、ICT として一緒に取り組んでくれた薬剤師を含

むチームメンバー、トリアージ運用に協働してくれた外来看護師や事務系職員には心から感謝してい

ます。これらの経験は、貴重な財産として我々の中に積み重なっていると思いますが、今はただ、世

界における感染症の終息を心より祈念しているところです。   
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一般財団法人 防府消化器病センター 

山口県防府市駅南町 14－33 

  TEL： 0835-22-3339（代表）    

  H P： https://www.hofu-icho.or.jp 

 

■交通機関のご案内 

【電車】JR 防府駅よりバス２分（防府市役所前下車） 

または JR 防府駅より徒歩１０分 

【バス】防府市役所前下車 

【お車】山陽自動車道 防府東もしくは防府西インターから 10 分 

 

 

４月より 

土曜日は休診 

となります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
３月の声を聞くと、心にも春が近づいてくるような気がします。まだまだ朝晩の冷え込みは時に厳しく、第二の脳と呼ばれる腸も

凍えそうですが、腸内細菌フローラの威力は想像を絶しているようで、脳内伝達物質を共有して、心を左右することもあるようで

す。気に沿わぬことがあると「腹」も立つのでしょう。腸脳相関とも呼ばれているようですが、心健やかに過ごすためにも、やはり

食事がとても大切ということですね。素敵なフローラを育てて腸も脳も心も健やかな春を迎えましょう。 事務局長 栗林左知 

診療日時 受付時間 診療時間 

平日 
午前  ８：００～１１：００  ８：３０～ 

午後（火・水） １３：３０～１６：３０ １４：００～ 

土曜日 午前  ８：００～１１：００  ８：３０～ 

3 月 の 外 来 診 療 予 定 表 

          診察室 月 火 水 木 金 土 

午前 

１診 三浦 - 三浦 - 三浦 

交代制 ２診 外山 - - 外山 外山 

３診 釘宮 奥田 釘宮 奥田 奥田 

５診 - 竹尾 竹尾 竹尾 9:00～ - 
交代制 

６診 藤原 9:00～ 宮嵜 宮嵜 藤原(※1) 佐伯 

肛門外科 - - - - 竹尾(再診) - 

午後 

２診 - - 外山(※1) 

休診 

- 

休診 ３診 - 奥田(※1) - - 

肛門外科 竹尾 - - 日高(※2) 

Information 

 ※1 都合により代診になる場合があります。  

※2 肛門外科は 13:30 より初診・再診の外来診療を行っております。 

・手術や処置が入ることがございます。お問い合わせください。 

・土曜日の診療は、交代制となっております。土曜日の診療予定は受付前に掲示しております。 

・出張等で担当医が不在の場合もございますので、受付またはお電話にてお問い合わせください。 

担当医が不在の場合は代わりの医師にて診療を行います。 
Access 

Editorial Note 

Instagram 

公式サイト 


